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収支予算（案）についての補足説明

【収入の部】
· 2020年度の収入は、4月1日署名機関数284機関に加えて、年度途中加入の署名機関数を10機関程度と想定し計上。
【支出の部】
· 「人件費」
①「会員管理」　前年度比208,500円増
2019年度の収支報告を踏まえ、外部・署名機関からの問い合わせ対応やリスト管理作業を増加、さらにウェブサイト拡充のためのタスクフォース立ち上げに伴うサポート作業の増加（10人日）を予定。一方で、取組事例のとりまとめについては効率化を図り作業減（6人日）を予定。
②「その他」　前年度比208,500円増
過去実績では決算で「その他」が発生しているため、今年度からバッファーとしてあらかじめ予算に計上したい。2020年度はPRI in Person関連イベントへの対応を想定。
· 「その他経費」
①「委託費（ウェブサイト管理費等）」　前年度比200,000円増
ウェブサイト拡充のため、通常のウェブサイト運営管理費とは別に外部への再委託費として20万円を計上。
「諸謝金」　前年度比100,000円減
過去の実績に即して減額。
「雑費」　費目計上を無しに
雑費については事務局管理運営費で対応するため費目計上無しに。
「PRI in Person関連イベント開催関係費」　300,000円増（前年度予算計上無し）
2020年10月に東京で開催が予定されているPRI in Personでは、世界からESG金融の関係者が来日する予定。この機会をとらえて21世紀金融行動原則（PFA）主催のイベントを開催するための経費（会場費等）。なお、本件は2019年第3回運営委員会で承認されている。
· 「事務局管理運営費」　前年度比199,735円増
昨年度までは月額50,000円×12ヶ月を計上してきたが、2020年度から人件費＋その他経費小計の10％、ただし1か月あたり5万円×12か月＝60万円を下限という形に変更。10％という数字については、環境省が委託事業について一定割合で認めている経費である「一般管理費」を人件費と業務費の小計15％以内としていることを参考としている[footnoteRef:1]。
なお、PFAは任意団体であり、個別の事務所は持たず一般財団法人地球・人間環境フォーラム内に事務局を置いており、家賃、光熱費、PCリース代、印刷機リース代、その他用紙等の消耗品、日常通信費等として計上。 [1:  「環境省における委託業務経費の算出等に関する基本方針（平成28年10月）」（https://www.env.go.jp/kanbo/chotatsu/itakukihonhousin.pdf）に一般管理費について「当該業務を行うために必要な経費のうち、当該業務に要した経費としての特定が難しいものについて、契約締結時に一定割合で認められる経費。役職員の手当や管理部門などの管理経費、事務所の家賃、光熱水料、回線使用料、汎用文具等に要する経費で当該業務に要する経費として特定することが難しいものの、一定の負担が生じている経費として計上するもの」としている。] 

· 「積立金」
①「周年記念企画費」　前年度比300,000円増
2021年10月に10周年を迎えるPFAにおいて企画を行うことを予定し、2019年度から積み立てを開始。2019年度からの繰越金の一部を記念企画費のための積立の増額としたい。周年企画内容は今後、検討していくことであり、予算に応じたものにしていくということになるが、例えばPFA紹介リーフレット、10周年記念誌の作成、記念イベントの開催を想定した場合、かかる経費は100万円程度となると考えられる（20万円、50万円、30万円）。

以上



